
『臨床事例で学ぶ急性期看護のアセスメント』 

お詫びと訂正 

 

 

下記の内容に誤りがございました。謹んでお詫び申し上げますとともにここへ訂正いたしま

す。 

 

■p159の表 3-2-7 発症時期による疼痛の分類 

表全てを【誤】→【正】へ差し替え 

 

【誤】 

 

【正】 

表 3-2-7 発症時期による疼痛の分類 
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引用 

 

急性疼痛 慢性疼痛 

 強さは軽度から重度までさまざまあり、回復が期

待・予測できる＊ 

 一般に、外傷や手術侵襲、感染による炎症や腫脹

などの侵害刺激によって起こり、原因や発生場所

がはっきりしていることが多く、疼痛刺激の消失

や損傷の治癒とともに消失する 

 強さは軽度から重度までさまざまあり、持続的・

反復的で、回復は期待・予測できず、3カ月以上

続く＊ 

 慢性疼痛の多くは、中枢神経系に可塑的変化が生

じて発現する神経系の異常である 


